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演題：　　逃避行動を引きおこす視覚情報の神経コーディング
脊椎動物において、光情報は、視細胞によって電気信号に変換された後、網膜内でアナログ的に処理され、最終的に神経節細胞の軸索（視神経）を伝導するスパイクによって視覚中枢に伝えられる。しかし、スパイク列には発火頻度・発火数・発火のタイミング・周期的発火や同期的発火など様々なパラメータがあり、何れが様々な視覚情報（光の強度・コントラスト・波長・パターン・動きなど）の符号化に使われているのかは必ずしも明らかではない。私達は、拡大する黒スポット光刺激に対するカエルの逃避行動に注目し、眼球内に各種伝達物質受容体の阻害剤を注入したときの逃避行動の変化を調べると共に、これらの阻害剤によって網膜神経節細胞群におけるスパイク発火の各種パラメータがどのような影響を受けるかをホールセル・クランプ法やマルチ電極法を適用して検討した。その結果、網膜神経節細胞のサブタイプであるオフ持続型細胞（ディミング検出器）群の周期的同期的発火が逃避行動を引きおこすことを見いだした。
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